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事
務
局　

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
研
究
・
郷
土
誌
の
動
向　

令
和
三
年
度
分

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

令
和
三
年
度
は
、
一
向
に
終
息
の
兆
し
を
み
せ
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

各
文
化
施
設
は
感
染
防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
手
探
り
で
展
示
や
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
福
井
県
立
図
書
館
は
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
を
『
１
０
０
万
回
死
ん
だ
ね
こ�
覚
え
違
い
タ
イ

ト
ル
集
』（
講
談
社
）
と
し
て
刊
行
、
主
要
各
紙
の
書
評
を
は
じ
め
、
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
多
く
の
反
響
を
呼
ん
だ
。
ま
た
、
県
立

図
書
館
・
文
書
館
・
ふ
る
さ
と
文
学
館
は
三
館
協
働
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、

Library�of�the�Y
ear�（0（（

優
秀
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　

以
下
、
令
和
三
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
研

究
・
郷
土
誌
の
動
向
と
す
る
。
な
お
敬
称
は
略
し
た
。

　
　
　

一　

歴
史
・
地
域
史
・
史
跡
調
査
報
告
書

　

福
井
勝
山
日
本
遺
産
活
用
推
進
協
議
会
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
福
井
・
勝

山�

石
が
た
り
』
は
、
中
近
世
に
お
け
る
石
の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
ま
と

め
た
研
究
報
告
書
。
角
鹿
尚
計『
日
本
古
代
氏
族
の
祭
祀
と
文
献
』（
岩
田
書
院
）

は
、学
位
論
文「
古
代
氏
族
と
そ
の
祭
祀
の
研
究
―
越
前
地
方
を
中
心
に
―
」（
皇

學
館
大
学
）
を
加
筆
修
正
し
た
一
冊
。
北
陸
中
世
近
世
移
行
期
研
究
会
『
地
域

統
合
の
多
様
と
複
合
』（
桂
書
房
）
に
は
、
角
明
浩
「
越
前
に
お
け
る
豊
原
寺

の
特
殊
性
」、
佐
藤
圭
「
中
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
大
名
家
の
重
臣
連
署
状

―
越
前
国
を
中
心
に
―
」、
長
谷
川
裕
子
「
越
前
の
「
領
」
に
み
る
越
前
松
平

氏
の
領
国
支
配
構
造
」
を
収
め
る
。
竹
間
芳
明
『
戦
国
時
代
と
一
向
一
揆
』（
文

学
通
信
）
は
、
現
時
点
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
一
向
一
揆
の
多
様
性
を
、
各

時
代
の
社
会
・
地
域
の
状
況
に
沿
い
な
が
ら
提
示
す
る
。
石
川
美
咲
は
『
中
世

後
期
の
守
護
と
文
書
シ
ス
テ
ム
』（
思
文
閣
出
版
）
に
「
戦
国
期
越
前
朝
倉
氏

発
給
文
書
に
み
ら
れ
る
横
内
折
書
状
」
を
寄
稿
。
戦
国
期
東
国
の
武
家
社
会
で

用
い
ら
れ
た
堅
紙
の
横
内
折
書
状
が
朝
倉
氏
の
発
給
文
書
に
確
認
で
き
る
こ
と

に
着
目
、そ
の
意
味
を
論
じ
る
。
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
は『
特

別
史
跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
再
整
備
等
計
画
』
を
策
定
。
全
国
の
史
跡
に
お
い

て
遺
跡
の
劣
化
な
ど
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
自
治
体
等
の
再
整
備
の
参
考
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
一
冊
。
ま
た
同
館
が
ま
と
め
た
『
中
部
大
名
の
城
と
城
下

町�
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
越
前
・
若
狭
』
は
、
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
資
料
集
。「
武
家

拠
点
科
研
」
事
務
局
は
『
越
前
に
お
け
る
武
家
拠
点
の
形
成
と
変
容
―
（（-

（（

世
紀
を
中
心
に
―
』
を
刊
行
、
福
井
研
究
集
会
の
資
料
集
と
し
て
ま
と
め
た
も

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
研
究
・
郷
土
誌
の
動
向

令
和
三
年
度
分

本
会
事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
グ
ル
ー
プ
編



72

若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
一
号

の
。

　

越
府
史
学
会
『
越
府
史
攷
』
は
、
府
中
城
石
垣
の
保
存
を
め
ぐ
り
発
足
し
た

同
会
に
よ
る
機
関
誌
。
創
刊
号
は
府
中
城
遺
跡
特
集
号
。
越
前
市
神
山
地
区
自

治
振
興
会
『
う
る
わ
し
き
神
山
』
は
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
神
山
の
歴
史
を

豊
富
な
資
料
と
と
も
に
著
し
た
大
著
。若
狭
町
の
山
内
風
土
史
編
纂
委
員
会『
山

内
風
土
史
』
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
地
区
で
受
け
継
い
で
き
た
三
〇
〇
〇
点

以
上
の
記
録
や
古
地
図
を
整
理
し
、
当
時
の
住
民
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
池
田

正
男
『
杉
崎
史
料
集
』
は
「（
越
前
市
）
杉
崎
の
歴
史
」
の
基
礎
資
料
を
ま
と

め
た
も
の
。
福
井
市
文
殊
地
区
の
村
の
歴
史
懇
話
会
『
温
故
叢
談
（（
』
は
、「
私

の
昭
和
時
代
の
体
験
報
告
」
を
特
集
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
主
な
発
掘
報
告
書
に『
波
寄
三
宅
田
遺
跡（
第
一
～
三
分
冊
）』『
福

井
城
跡
（
第
一
・
二
分
冊
）』（
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）、

『
福
井
城
跡
（（
』（
福
井
市
教
育
委
員
会
）、『
国
史
跡
六
呂
瀬
山
古
墳
群　

坂
井

市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』（
坂
井
市
教
育
委
員
会
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　

二　

目
録
・
人
物
・
地
図
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

勝
山
市
教
育
委
員
会
『
松
屋
文
書
目
録
』
は
、
近
世
・
近
代
の
勝
山
を
代
表

す
る
商
家
「
松
屋
」
の
所
蔵
す
る
史
資
料
四
五
一
二
点
を
分
類
・
目
録
化
し
た

一
冊
。
同
市
文
化
財
報
告
書
第
一
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

片
桐
一
男
『
杉
田
玄
白
と
江
戸
の
蘭
学
塾
』（
勉
誠
社
）
は
、
玄
白
が
開
い

た
蘭
学
塾
「
天
眞
樓
」
に
着
目
し
、
蘭
学
の
隆
盛
を
初
公
開
史
料
を
用
い
て
明

ら
か
に
す
る
。
安
藤
優
一
郎
『
越
前
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
―
明
治
維
新
を
目
指

し
た
徳
川
一
門
―
』（
平
凡
社
）
は
、
大
政
奉
還
を
唱
え
公
武
一
和
を
目
指
し

た
春
嶽
の
生
涯
を
追
い
な
が
ら
、幕
末
の
動
向
を
新
た
な
視
点
で
再
構
築
す
る
。

八
木
淳
夫
は
『
父
好
成
・
兄
元
春
・
弟
葉
庵
集
』
を
ま
と
め
た
。
葉
庵
は
前
田

好
成
（
京
都
の
儒
医
）
の
五
男
で
福
井
藩
儒
医
。
森
田
義
之
・
小
泉
晋
弥
編
『
岡

倉
天
心
と
五
浦
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
）
は
、
新
た
に
五
編
の
論
考
を
加
え

一
三
年
ぶ
り
に
旧
版
を
全
面
改
訂
し
た
も
の
。
う
た
子
の
会『
大
野
と
林
歌
子
』

は
、
大
野
出
身
で
戦
前
に
活
躍
し
た
社
会
事
業
家
林
歌
子
に
つ
い
て
、
手
紙
、

日
記
、
新
聞
な
ど
様
々
な
面
か
ら
調
べ
上
げ
た
労
作
。
中
嶋
彰
『
早
す
ぎ
た
男

南
部
陽
一
郎
物
語
』（
講
談
社
）
は
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
南
部

の
発
想
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
か
を
追
っ
た
評
伝
。
高
津
俊
司
『
北
海
道
の
鉄

道
開
拓
者
―
鉄
道
技
師
・
大
村
卓
一
の
功
績
―
』（
成
山
堂
書
店
）
は
、
日
本

の
鉄
道
発
展
に
貢
献
し
た
福
井
市
出
身
の
鉄
道
技
師
・
大
村
の
波
乱
に
満
ち
た

人
生
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
栗
原
肇
『
や
っ
た
る
わ
い
！
あ
の
頃
の
パ
ワ
ー
を

い
ま
の
あ
な
た
に
』（
日
本
物
流
新
聞
社
）
は
、
昭
和
の
人
気
ド
ラ
マ
「
ど
て

ら
い
男
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
福
井
市
出
身
の
経
営
者
山
本
猛
夫
の
伝
記
。
雑

誌
『
歴
史
研
究
』
第
六
九
一
号
は
、
大
谷
吉
継
を
特
集
し
、
川
口
素
生
、
眞
野

幹
也
ら
の
論
考
を
掲
載
す
る
。

　
『
福
井
の
ト
リ
セ
ツ
』（
昭
文
社
）
は
、
日
本
の
各
県
の
地
形
や
地
質
、
歴
史
、

文
化
、
産
業
な
ど
多
彩
な
特
徴
と
魅
力
を
、
地
図
を
読
み
解
き
な
が
ら
紹
介
す

る
人
気
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。『
福
井
の
Ｐ
ｉ
ｎ
！
』（
福
井
市
）は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
者
自
ら
が
取
材
し
執
筆
し
た
人
物
紹
介
記
事
を
中
心
に
、
読
者
と
福

井
を
つ
な
ぐ
「
人
・
コ
ト
・
場
」
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。『
西
の
鯖
街

道
読
本
』（
西
の
鯖
街
道
協
議
会
）
は
、
裏
街
道
で
あ
る
「
西
の
鯖
街
道
」
の
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事
務
局　

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
研
究
・
郷
土
誌
の
動
向　

令
和
三
年
度
分

面
白
さ
を
地
図
や
写
真
を
使
っ
て
伝
え
る
。

　
　
　

三　

各
分
野
団
体
史

　

各
分
野
団
体
史
で
は
、
福
井
商
工
会
議
所
『
福
井
商
工
会
議
所
一
四
〇
年
の

歩
み
』、
小
浜
商
工
会
議
所
『
創
立
（0
周
年
記
念
誌
』、
福
井
銀
行
『
株
式
会
社

福
井
銀
行
百
二
十
年
史
』、
福
井
県
町
村
会
『
福
井
県
町
村
会
創
立
一
〇
一
周

年
記
念
誌
』、
福
井
県
立
丹
南
高
等
学
校
閉
校
記
念
誌
『
群
青
』、
福
井
県
中
学

校
体
育
連
盟『
（0
周
年
記
念
誌
』、仁
愛
大
学『
仁
愛
大
学
開
学
（0
周
年
記
念
誌
』、

福
井
県
公
民
館
連
合
会
『
記
録
資
料
福
井
県
公
民
館
連
合
会
（0
年
の
あ
ゆ
み
』、

な
ご
み
会
『
福
井
い
き
い
き
健
康
麻
雀
の
会
（（
年
史
』、敦
賀
海
洋
少
年
団
『
敦

賀
海
洋
少
年
団
（0
年
の
あ
ゆ
み
』、
小
浜
海
洋
少
年
団
『
小
浜
海
洋
少
年
団
（0

年
の
あ
ゆ
み
』、
福
井
県
原
子
力
平
和
利
用
協
議
会
『
年
表
原
平
協
（0
年
の
あ

ゆ
み
』、
ふ
く
い
農
山
漁
村
懇
談
会
・
三
〇
周
年
記
念
誌
『
発
足
（0
年�

変
化
を

見
つ
め
た
研
鑽
の
記
録
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
　

四　

宗
教
・
経
済
・
教
育
・
民
俗

　

高
橋
利
男
『
心
の
ふ
る
さ
と
二
十
八
社
神
社
』
は
、若
狭
町
無
悪
の
「
二
十
八

社
」
に
つ
い
て
由
緒
の
ほ
か
仏
像
な
ど
を
紹
介
す
る
冊
子
。
福
井
県
立
大
学
地

域
経
済
研
究
所
は
『「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
永
平
寺
町
生

活
実
感
調
査
」
報
告
書
』
を
ま
と
め
、
五
つ
の
政
策
提
言
を
行
う
。
同
大
学
学

術
教
養
セ
ン
タ
ー
『
福
井
県
大
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
』
は
、
地
方
大
学
と
し
て

は
出
色
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
つ
い
て
、
概
要
と
将
来
像
を
紹
介
す
る
。

山
田
雄
造
『
祭
礼
行
事
と
し
て
の
左
義
長
』
は
、
勝
山
市
が
全
国
に
誇
る
勝
山

左
義
長
を
中
心
に
史
料
等
か
ら
読
み
解
く
。
越
前
萬
歳
保
存
会
『
越
前
萬
歳
発

祥
の
地�

味
真
野
』
は
、
越
前
萬
歳
だ
け
で
な
く
、
地
区
の
昔
話
、
神
社
と
寺

院
、
名
勝
に
つ
い
て
も
豊
富
な
写
真
で
案
内
す
る
。
お
お
い
町
佐
分
利
公
民
館

生
涯
学
習
推
進
委
員
会
は
八
年
か
け
て
地
区
に
伝
わ
る
歴
史
や
昔
話
を
調
べ
上

げ
『
さ
ぶ
り
物
語�

歴
史
と
昔
話
』
に
ま
と
め
た
。
金
田
久
璋
『
若
狭
あ
ど
う

が
た
り
集
成
』（
若
狭
路
文
化
研
究
所
）
は
、
嶺
南
地
域
で
語
り
継
が
れ
て
き

た
昔
話
一
三
五
話
を
ま
と
め
た
も
の
。
川
波
久
志
は
論
考
「
若
狭
町
熊
川
区
の

山
車
の
見
送
幕
」
を
『
鴨
東
通
信
』
№
一
一
三
（
秋
・
冬
）
に
発
表
。
県
指
定

有
形
文
化
財
の
三
点
の
見
送
幕
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
　
　

五　

自
然
科
学

　

福
井
地
盤
図
作
成
実
行
委
員
会
『
福
井
の
地
盤
―
福
井
の
平
野
―
』
は
、
福

井
平
野
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
お
よ
び
土
質
試
験
デ
ー
タ
を
、
地
質
学
、
地
盤

工
学
、
物
理
探
査
な
ど
の
観
点
か
ら
地
盤
の
特
徴
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
地
盤

図
と
し
て
福
井
県
で
初
め
て
の
発
行
。
福
井
県
立
大
学
恐
竜
学
研
究
所
は
研
究

や
福
井
の
恐
竜
に
つ
い
て
よ
り
広
く
一
般
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
『
福
井
恐
竜

学
』
を
、
同
大
学
生
物
資
源
学
部
生
物
資
源
学
科
は
『
掘
り
起
こ
そ
う
！
生
活

に
身
近
な
生
物
資
源
学
い
ま
と
こ
れ
か
ら
』
を
、
同
大
学
大
学
院
看
護
福
祉
学

研
究
科
は
『
健
康
生
活
科
学
』
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
。
現
在
進
め
て
い
る
研
究
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
福
井
き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
は
『
福
井
の
き
の
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
一
号

こ
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
』
を
一
七
年
ぶ
り
に
改
版
し
内
容
を
充
実
し
た
。
大
野
市
教

育
委
員
会
が
ま
と
め
た
『
全
国
ト
ゲ
ウ
オ
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

ｉ
ｎ�

結
の
故

郷
越
前
お
お
の�

記
録
集
』
は
、
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里�

開
館
二
〇
周
年
記
念

事
業
と
し
て
開
催
し
た
も
の
。
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
中
池
見『
図
説
中
池
見
湿
地
』

は
、
活
動
を
始
め
て
三
〇
年
の
節
目
に
昨
年
出
版
す
る
は
ず
だ
っ
た
記
録
集
。

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
『
大
学
病
院
が
わ
か
る
本
』
は
、
四
年
前
に
刊
行

し
た
『
福
井
大
学
病
院
の
得
意
な
治
療
が
わ
か
る
本
』
を
大
幅
に
改
訂
、
さ
ら

に
読
み
や
す
く
し
た
一
冊
。

　
　
　

六　

工
業
・
土
木
・
建
築
・
家
政

　

福
井
県
建
設
技
術
協
会
は
創
立
七
五
年
を
記
念
し
『
福
井
県
土
木
史　

第
Ⅲ

巻
』
を
発
行
、
第
Ⅱ
巻
以
降
の
二
〇
年
の
土
木
行
政
を
記
録
す
る
。
坂
井
市
産

業
政
策
部
観
光
交
流
課
『
丸
岡
城
周
辺
整
備
基
本
計
画
』
は
、
丸
岡
城
や
そ
の

周
辺
の
特
性
や
課
題
を
洗
い
出
し
、整
備
の
短
・
中
・
長
期
基
本
計
画
を
示
し
た
。

佐
伯
哲
也『
越
前
中
世
城
郭
図
面
集
３
』（
桂
書
房
）は
、越
前
南
部
編〈
越
前
市
・

池
田
町
・
南
越
前
町
・
敦
賀
市
〉・
補
遺
編
と
し
て
六
七
城
の
詳
細
な
平
面
図

を
掲
載
す
る
。朝
日
海
秀
は『
建
築
家
・
五
十
嵐
直
雄
に
関
す
る
建
築
論
的
研
究
』

を
発
表
、
戦
後
に
活
躍
し
た
建
築
家
五
十
嵐
直
雄
を
め
ぐ
る
人
々
や
そ
の
建
築

制
作
と
思
想
の
関
係
性
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。『
鯖
江
の
眼
鏡
』（
三
省
堂
書
店
）

は
、福
井
県
眼
鏡
協
会
が
全
面
監
修
し
た
鯖
江
の
眼
鏡
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

福
井
南
高
等
学
校
原
子
力
探
求
グ
ル
ー
プ
『
福
井
県
高
校
生
の
原
子
力
に
関
す

る
意
識
調
査�

２
０
２
１
』
は
、
県
内
の
高
校
二
年
生
一
八
〇
〇
人
余
り
か
ら

得
た
原
子
力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
た
も
の
。
中
村
准
は
『
新
開
・

清
右
エ
門
家
の
歴
史
』
を
刊
行
、
明
治
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
吉
村
織
物
工
場

の
歴
史
を
豊
富
な
写
真
と
と
も
に
た
ど
る
。

　
『
ふ
く
い
の
そ
ば
び
と
』（
福
井
放
送
）
は
、
福
井
ブ
ラ
ン
ド
の
そ
ば
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
す
る
べ
く
ま
と
め
ら
れ
た
一
五
年
ぶ
り
の
改
訂
版
。『「
ふ
く
い

そ
ば
」
の
話
を
し
よ
う
』（
福
井
県
農
林
水
産
部
福
井
米
戦
略
課
）
は
、
そ
ば

産
地
と
し
て
の
名
を
全
国
に
広
げ
る
た
め
、
福
井
県
の
そ
ば
に
関
す
る
情
報
を

集
約
し
た
テ
キ
ス
ト
。

　
　

　
　
　

七　

産
業
・
芸
術
・
文
学

　

岡
田
健
彦
『
越
前
ガ
ニ
い
ま
む
か
し
』
は
、
福
井
県
に
お
け
る
代
表
的
な
蟹

漁
に
つ
い
て
述
べ
る
。
小
坂
康
之
・
林
公
代
共
著
『
さ
ば
の
缶
づ
め
、
宇
宙
へ

い
く
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
）
は
、
小
浜
の
高
校
生
が
作
っ
た
さ
ば
缶
が
宇

宙
食
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ま
で
の
一
四
年
を
、
指
導
教
師
と
地
元
出
身
ラ
イ

タ
ー
が
描
い
た
も
の
。
中
西
聡
『
北
前
船
の
近
代
史
』（
二
訂
増
補
版
）（
交
通

研
究
協
会
）
は
、
既
存
の
章
を
見
直
し
新
た
に
補
章
「
鉱
山
業
と
北
前
船
主
」

を
加
え
た
。
小
浜
市
文
化
交
流
課『
小
浜
商
人
と
北
前
船
船
主
古
河
屋
嘉
太
夫
』

は
、
小
浜
市
制
七
〇
周
年
特
別
展
示
の
解
説
図
録
。
三
隅
治
雄
『
北
前
船
が
運

ん
だ
民
謡
文
化
』（
第
三
文
明
社
）
は
、北
前
船
の
寄
港
地
ご
と
の
民
謡
の
歌
詞
、

文
化
と
そ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
探
る
。

　

福
井
市
教
育
委
員
会
『
福
井
市
の
文
化
財
』
は
、
令
和
元
年
五
月
一
日
現
在

の
福
井
市
内
に
存
在
す
る
国
・
県
・
市
の
指
定
文
化
財
、
国
選
択
無
形
民
俗
文
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事
務
局　

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
研
究
・
郷
土
誌
の
動
向　

令
和
三
年
度
分

化
財
お
よ
び
国
登
録
有
形
文
化
財
一
八
四
件
を
カ
ラ
ー
写
真
と
と
も
に
掲
載
し

た
。
若
狭
町
は
『
若
狭
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』
を
策
定
、
国
の
文
化

審
議
会
の
答
申
を
経
て
、
文
化
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
た
。
岸
本
三
次
・
中
島

嘉
文
は
『
西
依
成
斎
の
人
と
書
』（
岩
田
書
院
）
を
上
梓
。
西
依
家
文
書
が
小

浜
市
に
寄
贈
さ
れ
た
の
を
機
に
始
め
た
調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
。
福
井

県
陶
芸
館
『
福
井
県
陶
芸
館　

館
蔵
品
目
録
』
は
、
開
館
五
〇
年
を
迎
え
た
当

館
が
所
蔵
し
て
い
る
八
百
点
以
上
の
陶
磁
器
資
料
か
ら
二
八
二
点
を
カ
ラ
ー
写

真
と
と
も
に
掲
載
し
た
。
福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
『
万
司
の
絵
馬
』
は
、

江
戸
時
代
の
人
気
絵
師
夢
楽
洞
万
司
を
子
ど
も
向
け
に
紹
介
す
る
絵
本
。
富
山

市
佐
藤
記
念
美
術
館
『
岸
駒
と
岸
派
の
絵
画
』
は
同
展
の
図
録
。
江
戸
時
代
の

絵
師
岸が

ん

駒く

の
後
援
者
だ
っ
た
越
前
市
の
木
津
家
か
ら
岸
駒
の
作
絵
画
な
ど
三
〇

点
余
が
寄
託
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
特
別
展
が
開
催
さ
れ
た
。道
添
進
編
訳『
茶

の
本�

日
本
の
覚
醒
』（
日
本
能
率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
）
は
、
岡
倉

天
心
の
名
著
と
い
わ
れ
る
『
茶
の
本
』『
日
本
の
覚
醒
』
の
背
景
や
天
心
の
生

涯
に
ふ
れ
つ
つ
現
代
日
本
語
訳
で
読
み
解
く
一
冊
。

　

詩
誌
『
果
実
』（
果
実
の
会
）
は
六
〇
周
年
を
、
同
じ
く
詩
誌
『
水
脈
』（
福

井
県
詩
人
会
水
脈
）
は
三
〇
周
年
を
、
ま
た
越
前
市
の
い
ま
だ
て
児
童
文
学
会

の
同
人
誌
『
と
ろ
と
ろ
ぼ
つ
ぼ
つ
』
は
三
〇
周
年
を
そ
れ
ぞ
れ
迎
え
た
。

　
　
　

八　

歴
史
研
究
施
設
の
動
向

　

最
後
に
各
施
設
の
主
な
特
別
展
を
紹
介
す
る
。
県
文
書
館
は
「
お
城
の
あ
と

が
果
樹
園
に
！
～
松
平
試
農
場
の
記
録
と
蔵
書
～
」「
幕
末
福
井
藩
の
大
奥
女

中
た
ち
」「T

w
itter

の
鉛
筆
画
で
よ
む
松
平
春
嶽
の
お
正
月
」、
県
立
歴
史
博

物
館
は
「
福
井
県
野
球
物
語
～
甲
子
園
を
め
ざ
し
た
球
児
た
ち
～
」「
景
色
の

歴
史
を
た
ど
る
～
絵
図
・
地
図
か
ら
み
る
越
前
若
狭
の
ま
ち
と
む
ら
～
」、
県

立
若
狭
歴
史
博
物
館
は
「
鳥
浜
貝
塚
発
見
（0
周
年
記
念
特
別
展　

森
と
出
会
っ

た
縄
文
人　

人
と
植
物
の
歴
史
の
始
ま
り
」、
県
立
美
術
館
は
「
永
遠
の
ア
イ

ド
ル
・
麗
子
に
あ
い
た
い
！
教
科
書
で
見
る
巨
匠
た
ち�

ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館

名
品
展
」、
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
は
「
小
学
校
誕
生
～
日
本
が
世
界
に
つ

な
が
っ
た
時
代
～Part（

」、
県
恐
竜
博
物
館
は
「
海
竜　

恐
竜
時
代
の
海
の

猛
者
た
ち
」、
県
陶
芸
館
は
「ECH

IZEN
�BRA

N
D

―
海
を
わ
た
る
褐
色
の

や
き
も
の
―
」、
県
年
縞
博
物
館
は
、
若
狭
三
方
縄
文
博
物
館
と
合
同
で
特
別

企
画
展
「V

arves�in�M
aya

マ
ヤ
の
年
縞
を
め
ぐ
る
冒
険（0（（

」、
福
井
市

立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
グ
リ
フ
ィ
ス
が
見
た
明
治
の
福
井
」、
敦
賀
市
立
博

物
館
は
「
古
写
真
が
語
る
敦
賀
～
う
つ
り
ゆ
く
「
大
敦
賀
」
の
ま
ち
な
み
～
」、

勝
山
城
博
物
館
は「
城
下
町「
勝
山
」～
江
戸
時
代
の
祭
礼
と
災
害
か
ら
探
る
」、

あ
わ
ら
市
郷
土
歴
史
資
料
館
は
「
金
津
奉
行
と
江
戸
時
代
の
金
津
」、
越
前
町

織
田
文
化
歴
史
館
は
「
織
田
信
長
が
愛
し
た
幸
若
舞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
。
な

お
、
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
は
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
（
仮

称
）
と
し
て
令
和
四
年
一
〇
月
の
開
館
を
目
指
し
て
休
館
、
坂
井
市
み
く
に
龍

翔
館
も
令
和
五
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目
指
し
て
休
館
し
て
い
る
。

　

以
上
、
個
人
史
、
抜
刷
な
ど
割
愛
し
た
資
料
や
、
遺
漏
に
つ
い
て
は
お
許
し

い
た
だ
き
た
い
。

（
前
田
眞
佐
子
）


